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論 文 の 内 容 の 要 旨

新花井として有望な小球根植物を探すため､文献やその他の情報を検索した結果､南米

チリには新花井として有望な小球根植物が豊富であることが明らかになった｡

エeロCOCOけ眠､C〃柑∬仏era､朗血叩址血､及pムγ柑などの球根植物を検討し､これらの中で

花持ちがよく切り花として有望な種類として､上eぴCOCOりⅦeとゐpムγraに注目した｡これら

の球根植物の営利栽培が行われ､市場に洗通されると新しい切り花として大きな需要が期

待されたが､上eucocoりⅦeに関する研究は非常に少なく､分布や分類以外の文献はほとんど

見当たらなかった｡ゐpムγ指に関する研究はほとんど皆無であり､商業的にも全く取り扱

われていなかった｡これらの球根植物の導入および普及のためには､まず生育開花習性を

明らかにして､開花調節の方法を確立する必要があった｡

本研究では､上eucocoりⅦeとゐpムγraについて生育開花習性を明らかにし､開花調節の方

法について詳細に報告している｡

エeロCOCOりⅦeは日本では秋植え球根植物として取り扱われる｡9～10月に植え付け無加温

温室で栽培すると3-4月に開花する｡開花した後地上部が枯死するので､掘り上げて乾

燥貯蔵するが､開花期頃から徐々に休眠に入り､掘り上げ時には深い休眠状態にある｡掘

り上げ時の球根は､様々な発達段階の花芽を有するが､翌年開花する第1花茎の第1花は､

-7-



生長点2分期まで分化したところで休眠に入った花芽である｡それ以上発達が進んだ花芽

は休眠に入る前または休眠期間中枯死する｡上eucocoりⅦeの休眠は20～30℃で打破され､

日本の気象条件下では､夏季の高温によって打破される｡休眠が破れるとともに花芽が発

達を再開するが､20～25℃が適温で､これより低くても高くても抑制される｡日本では気

温が下がり始める秋が花芽発達の時期に当たり､第1花茎の花芽が雌ずい形成期に達した

頃に弟2花茎の生長点が2分期に達し､弟1花茎の伸長と並行して急速に発達する｡生長点

は､葉2枚に1個の割合で花芽を分化する｡開花期間中に徐々に地上部が枯死し始め､再び

休眠に入る生育サイクルを持つ｡

上eucocoけ刀eの開花閤節は､促成栽培､抑制栽培とも､20℃で乾燥貯蔵することが基本

となる｡夏の高温が問題とならない地域であれば20℃で乾燥貯蔵し植え付け時期をずらす

だけで､周年栽培できる｡なお､20℃で休眠打破した後15℃で2週間低温処理することで

開花期を1カ月早めることもできる｡しかし､20℃で10カ月以上貯蔵すると､策1花茎の

花芽が枯死し､第2花茎の生長点が花芽を分化するため開花が著しく遅れるが､25℃では

13カ月間貯蔵しても第1花茎の花芽は枯死せず､順調に開花する｡つまり､秋植え球根植

物である上eぴCOCOりⅦeを25℃で長期貯蔵することにより秋に開花させることが可能である｡

ゐpムyraは無加温温室に秋に植え付けると間もなく出芽し､翌年の2月～3月に開花する

秋植え春咲き球根植物である｡開花した後地上部が枯死するので､掘り上げて乾煉貯蔵す

るが､開花期頃から徐々に休眠に入り､掘り上げ時には深い休眠状態にある｡掘り上げ時

の球茎は花芽を有しない｡この休眠は25～30℃で打破され､日本の気象条件では､夏季の

高温によって打破される｡休眠が打破された球茎を秋に植え付けると､花芽形成は発芽後

に見られる｡つまり､芽の長さが3m以上になると発根し､8m以上になると花芽分化する｡

そして､10瓜田以上になると茎の基部(母球と茎の境)が肥大し､新棟の形成を開始する｡

その後冬季間､生育が進むにつれて､花芽の発達も進み､春に開花する｡開花後徐々に地

上部が枯死し始め､母球は完全に消耗しなくなり､新球が再び休眠に入る生育サイクルを

持つ｡

Jおpムァraの開花調節は､促成栽培､抑制栽培とも､25℃で乾燥貯蔵することが基本とな

る｡定植後は夜温を10～15℃､畳温を25℃以下に制御して栽培する｡夏の高温が問題と

ならない地域であれば25℃で乾燥貯蔵し植え付け時期をずらすだけで､周年栽培できる｡

⊥eucoco〃Ⅵeとゐpム〝aは同じチリ自生の球根植物であり､夏の高温により休眠が打破さ

れ､秋と冬の低温期に生育し翌年の春に開花する生育サイクルを持っている｡しかし､

エeucocoりⅦeの場合､休眠期および生育期間中様々な発達段階の花芽を有し､休眠に入る前

に発達の初期段階にあった花芽の休眠が打破された時､発達を再開し､開花に至るが､休

眠に入る前に発達が進んだ花芽は枯死する｡ゐpム〝aの場合､休眠期に花芽はなく､休眠

が打破され出芽した後､芽の伸長とともに花芽が分化し発達する｡休眠打破後出芽した段

階で高温に遭遇すると､芽(頂芽)は伸びず､枯死してしまう｡その後気温が低くなると

新しく出芽(側芽)する｡このように､両植物は夏の高温乾燥期を生き残るための戦略を

備えているが､その機構は異なり､現在営利栽培が行われている多くの地中海性気候の球

根植物とも異なる生育開花習性を示す｡

本研究の成果は､上eロCOCOけロeとゐpムγraを新花井として導入する際に寄与するだけでな
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く､地中海性気候に自生するまだ生育開花習性が明らかになっていない球根植物の開花調

節技術を確立する際にも貢献すると考えられる｡

審 査 結 果 の 要 旨

南米チリには新花井として有望な種類が豊富にあることが知られており､金氏はこれらの

中で花持ちがよく切り花として有望なリエーココリネ(上eucocoり′neCOqロ血ム即SJsF.Pbil.)お

よびゼフィラ(灸pム〝a eJ聯刀SD.Don)の生育開花習性を明らかにして､開花調節の方法を

確立した｡

リューココリネの生育習性において､掘り上げ直後の球根の生長点は､半分の個体が生長

点2分期に達していた｡花芽は休眠期間中には次の段階には進まず､休眠打破後に発達を開始

した｡その後の発達は早く､球内で花芽が完成した｡次に､掘りあげた球根を0､5､10､15､

20､25､30℃で22週間乾燥貯蔵後､植え付けた場合の､生育･開花状況を調査した｡その結

果､休眠打破に最も有効な温度は20℃であることを明らかにした｡

また､7月下旬から20℃で乾燥貯蔵した球根を8月中旬から11月下旬まで2週間間隔で植え

付け､植え付け時の花芽の発達段階と出芽日を調査した｡その結果､出芽日はいずれの時期

に植え付けても11月となり､これより少し前の10月中･下旬に休眠が破れたと考えられた｡

一方､花芽は10月中旬に発達を開始した｡このことから､花芽は休眠が破れると直ちに発達

を開始すると考えられた｡したがって､花芽の発達開始をもって休眠打破と考えてよい｡

開花調節において､開花をより早めるには､20℃で休眠打破後の球根を15℃で2週間処理

することにより切り花本数を減少させずに､開花を約1カ月早めることができることを明らか

にした｡また､球根の20℃乾燥貯蔵期間と植え付け時期を変えることにより11～6月まで開

花させることができたが､9-4月定植(4-11カ月貯蔵区)で3-6月まで開花させる以外は植え

付けから出芽および開花までに長い日数を要するか､または開花率が低かったので､営利栽

培上､有利ではない｡すなわち球根の休眠打破には少なくとも4カ月は必要である｡夏の高温

が間邁とならない地域であれぼ20℃で乾煉貯蔵し植え付け時期をずらすだけで､周年栽培で

きることを明らかにした｡

ゼフィラの生育習性において､掘り上げた球茎を0､5､10､15､20､25､30℃で22週間

乾燥貯蔵後､植え付けた場合の､生育･開花状況を調査した｡その結果､休眠打破に最も有

効な温度は25℃であることを明らかにした｡掘り上げた球茎を25℃で25週間貯蔵後植え付け

た場合､茎長は全生育期間中伸長したが､開花後の伸長はゆるやかであった｡球茎は､母球

の生体重が減少して行くに従って､新球の生体重が増加した｡開花までは母球が新棟より大

きかったが､開花期にほぼ同じぐらいの大きさになり､開花後には新球が母球より大きくなっ
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た｡その後､地上部が枯死し､母球が完全になくなった｡

開花調節において､25℃で休眠打破した後低温処理する方法を検討した｡その結果､花芽

の発達を促進させるには15℃が最も有効であることから､休眠打破後の球茎を15℃で処理す

ることにより開花期を促進できる可能性を示唆した｡また､球茎の25℃乾煉貯蔵期間と植え

付け時期を変えることにより2-6月まで開花きせることができたが､10-1月定植(5～8カ月

貯蔵区)で2-4月まで開花させる以外は植え付けから出芽および開花までに長い日数を要する

か､または開花率が低かったので､営利栽培上､有利ではない｡すなわち球茎の休眠打破に

は少なくとも5カ月は必要であることを明らかにした｡

早く開花させるためには､休眠が破れた球茎を早く植え付ける必要があるが､その際､植

え付け時期の気温が間邁となる｡ゼフィラは高温を嫌うため､気温の高い時期には植え付け

られない｡実際に球茎を25℃で54週間貯蔵後､植え付け､それぞれ3種類の星夜温(15/10､

20/15､25/20℃)に設定したグロースチャンバーとガラス温室で栽培した｡その結果､ゼフィ

ラの出芽は夏の高温により抑制されることを明らかにした｡なお､出芽適温は15/10℃で､生

育および開花適温は20/15℃であった｡本研究の結果をもとに温度制御を行うことにより周年

生産が可能になった｡

本研究の成果は､リエーココリネとゼフィラを新花弁として導入する際に寄与するだけで

なく､地中海性気候に自生するまだ生育開花習性が明らかになっていない球根類の開花調節

技術を確立する際に貢献すると考えられる｡

以上について､審査委貞全貞一敦で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文と

して十分価値のあるものと認めた｡
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